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卒業式・入学式挙行！！

2年ぶりに特集

詳細は5ページ

2 0 2 2年、開校
1 5 0周年を迎えます。

さあ！立正
「新世紀」へ！



2

Fac u lty of 
DATA SC I E N C E

立正大学データサイエンス学部 学部長

　立正大学開校150周年を来年迎えるにあたり、時代の要請に合致した

新学部として、データサイエンス学部が2021年4月より開設されること

になりました。立正大学としては9番目の学部ということになります。

　21世紀はようやく5分の1が過ぎたところですが、誰の目にも、この

世紀がデータの世紀であることは明らかです。とりわけ、デジタル化

されたデータが無線電波として飛び交う量は、指数関数的に増えて

おり、それを蓄積し、データベースとして管理し、分析し、そこから新しい

価値を創造していくことが、今世紀の主要なビジネスモデルになりつつ

あります。今の時代、スマホやパソコン無くして、仕事をしたり、研究をしたり、

社会生活を営むことは、ほとんどの人にとっては考えられなくなっています。

当然ながら、その背後には、膨大なデジタル情報（ソーシャルデータ）

を収集、管理、分析する人材が必要です。我が国では、そのソーシャル

データを中心にした、各種のデータを扱える人材、すなわちデータサイ

エンティストが決定的に不足しています。

　本学部では、それらの社会的要請に応え、一人でも多くの有為な

データサイエンティストを輩出することを目的に、データサイエンス

の基礎から応用までを幅広く学べるカリキュラムを提供し、それぞ

れの分野で幅広い経験と実績を持った教授陣が指導に当たります。

　データサイエンス学部の今後の発展に対して、ご支援・ご協力を

お願いいたします。

北村 行伸

データサイエンス学部 講師

平田 英隆
データサイエンス学部 講師

松尾 忠直
気象学、気象データ解析法、

数理モデリングとシミュレーション［気象］

社会調査の基礎、フィールドワーク、
空中写真の利用と活用

　データサイエンスは、データを用いて課題解決や価値創造を行う学問

分野です。本学部では、データサイエンティストとして必須な数理・

統計の知識やプログラミングのスキルを基礎から学修することがで

き、さらにデータサイエンスの利活用が望まれる様々な領域（ビジネス、

社会、スポーツ、観光など）の背景知識も学ぶことができます。このような

学びを通して、実社会でデータに基づき課題解決・価値創造を行う力を養います。

　私の専門である気象学で扱う気象データは、典型的なビッグデータ

です。気象ビッグデータを利活用することで、様々な問題解決・価値創造（異常気象の理解、防災情報の創出、

デジタル社会における気象データの応用など）が期待できます。私が担当する講義では、気象ビッグデータから

価値のある情報を引き出すために必要不可欠な気象学の知識、解析法、実践的なデータ分析技術について学びます。

　データサイエンスの力と気象データを駆使して、社会の様々な分野で活躍できる人材が育ってくれることを

期待しています。

　私が担当する授業では、現地での調査をもとにさまざまなデータを収集します。

実社会との接点を大切にしながらその地域が直面する課題を明らかにし、

解決するための方法を考えます。データサイエンス学部と聞くと、パソコンを使った

教室での授業をイメージする方が多いですが、現地に赴くことも重視しています。

　「空中写真の利用と活用」では、ドローンの安全な利用方法や、さまざ

まな分野での活用方法について学びます。ドローンで撮影した写真はデ

ータ処理によって歪みなく結合し、人々が地表をどのように利用している

か、利用方法がどのように変化しているかなどの情報を読み取ります。

　「フィールドワーク」では、統計からは知ることの難しい情報を地域で収集します。データサイエンスにおいて、現地での

調査でしか得られない情報も大切であることを学びます。実際に学生が集めたオリジナルな情報を可視化し

分析します。こうした学びを通じて、学生が自身の興味関心に基づいて学ぶ中で成長し、卒業後に社会で新た

な価値を創造できる人材となることを期待しています。

北村 行伸

原田 豊

山下 倫範

西崎 文平

上原 宏

家富 洋

大井 達雄

教授
（学部長）

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

准教授

准教授

准教授

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師

助教

助教

キタムラ ユキノブ

ハラダ ユタカ

ヤマシタ ミチノリ

ニシザキ フミヒラ

ウエハラ ヒロシ

イエトミ 　ヒロシ

オオイ　      タツオ

タカベ

髙部 勲

伊藤 善夫

相馬 亘

渡辺 美智子

白木 洋平

白川 清美

南部 あゆみ

イトウ　ヨシオ

ソウマ ワタル

ワタナベ ミチコ

シラキ ヨウヘイ

シラカワ キヨミ

ナンブ

カメイ リエコ

ツジムラ マサコ

辻村 雅子

宮﨑 善幸

平田 英隆

松尾 忠直

石川 茜恵

永田 聡典

ミヤザキ ヨシユキ

ヒラタ ヒデタカ

マツオ タダナオ

イシカワ アカネ

ナガタ アキノリ

ナリヅカ タクマ

ムラカミ ミナコ

ミシマ ヨシオ

成塚 拓真

村上 美奈子

三島 啓雄

木川 明彦
キガワ アキヒコ

学部長挨拶

教員インタビュー

教員紹介

2 0 2 1 年 4 月

主な担当科目 主な担当科目

職位 氏名（専門分野） 職位 氏名（専門分野） 職位 氏名（専門分野） 職位 氏名（専門分野）

イサオ

亀井ダイチ利永子

データサイエンス学部
開設
データサイエンス学部
開設

（計量経済学等） （統計科学等） （日本史等）

（教育学等）

 （情報システム論等）

（地理情報科学等）

（スポーツ統計科学等）

（気象学等）

（経済地理学等）

（青年心理学等）

 （スポーツ科学）

（経済統計学等）

（スポーツマネジメント等）

（経営学）

（データサイエンス等）

（統計科学）

（衛星情報学等）

（経済統計学等）

（インターネット関連法等）

（犯罪社会学）

（数学全般）

（日本経済）

（情報学）

（経済物理学等）

（経済統計学等）
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データサイエンス学部 講師

永田 聡典

カリキュラム

スポーツと科学、コーチング演習 等

担当科目

ス
ネ
ジ
ビ

光
観
・
会
社

データサイエンス基礎科目 データサイエンス発展科目

価値創造基礎科目 価値創造発展科目

1期 2期◀ ▶ 1期 2期◀ ▶ 1期 2期◀ ▶ 1期 2期◀ ▶

1年次 2年次 3年次 4年次

教養的科目(※必修のみ)

演習科目群

卒業論文・卒業研究

　本学部で学ぶスポーツデータは、学生アスリートにとって自分自身の

現在地や、これから目指すべき指標を示してくれます。ただしデータは万能では

ありません。データを取るだけではパフォーマンスを高めることはできないから

です。しかし、データを活用することは、今まで考えたこともないような新

しい「気づき」を与えてくれます。その「気づき」をヒントに、データ活用方法や

スポーツ科学に関する知識を修得し、頭と体を使って、知恵を絞りながら、たく

さんの試行錯誤を積み重ねて、ぜひご自身の目的を体現してください。

　また本学強化クラブの学生アスリートとして、学業と課外活動の両立を目指し、データサイエンスを活用できるよう

になることは、ビジネススキルを高めることにもつながります。データが活用でき、スポーツによって磨かれたコミュニ

ケーション能力を持ち、他者を尊重しながら自己研鑽できる人材は、どんな社会でも必要とされます。学業を修めること

が、スポーツパフォーマンスやビジネススキルの向上に直結する、こんなワクワクする経験は他ではできません。

　データサイエンス学部で４年間学び続けることが、みなさんの輝かしい未来につながることを期待しております。

品川キャンパスからも研究を還元！
データサイエンスセンター

スポーツでの活躍が期待される
強化クラブの新入生は今年度から新学部へ

　立正大学データサイエンスセンターは、立正大学のデータサイエンスの拠点として、データサイエンス

に関わる研究を推進し、データサイエンス教育および業務への活用などを支援することを目的として設立

しました。センターでは、データサイエンス研究に使用するデータの収集・管理だけでなく、データサイエ

ンスに関する研究プロジェクトの企画や、各種講座等の開設、教育支援を行うほか、データサイエンスを

活用した起業支援など、様々な役割を担っています。

　地域の方々やさまざまな企業からの協力のもと、デ

ータサイエンス学部と共に設立されたデータサイエン

スセンター。都心にある立地を生かし、今後は、地域の

方々や社会へ向けて、あらゆる情報や研究成果を発信

し、学生や企業を巻き込んだ共同研究プロジェクトを

実施するなど、さまざまな還元活動が期待されます。

専門基礎科目群

・情報科学Ⅱ
・マルチメディア基礎
・データベース基礎
・デジタル社会のデータリテラシー

・ゼミナールⅠ・データサイエンス入門 ・データサイエンティストの世界

・ミクロ経済学

・データサイエンスと価値創造

・マクロ経済学

・経営学

・観光学

・自然科学

・社会と統計

・アスリートのためのデータサイエンス
・トレーニング科学

・ゼミナールⅡ ・ゼミナールⅢ ゼミナールⅣ

・プログラミング応用

・情報科学Ⅰ
・情報処理の応用

・学修の基礎Ⅰ
・基礎英語Ⅰ
・情報処理の基礎

・情報倫理

・AI入門Ⅰ
・プログラミング基礎

・AI入門Ⅱ
・プログラミング基礎実習

・微分積分学 ・微分積分学演習

・社会調査の基礎

・線形代数学
・統計学Ⅰ
・統計学実習Ⅰ

・統計調査法 ・社会調査の設計と実査 ・社会調査実習Ⅰ ・社会調査実習Ⅱ

・線形代数学演習
・統計学Ⅱ
・統計学実習Ⅱ

・応用数学
・統計学Ⅲ
・統計学実習Ⅲ

・EBPM
・経済統計Ⅰ

・観光リスクマネジメント
・観光マーケティング

・スポーツアナリティクスⅠ
・スポーツモニタリング

・スポーツアナリティクスⅡ
・データサイエンスによる
　スポーツコーチング

・気象データ解析法
・数理モデリングとシミュ
　レーション（社会・経済）

・リモートセンシング
・社会応用データサイエンス
・空中写真の利用と活用

・気象データ解析実習
・数理モデリングとシミュ
　レーション（気象）

・データビジュアライゼーション
・不動産データ分析

・ホスピタリティマネジメント

・金融データ分析
・クオリティマネジメント
・イノベーションマネジメント
・計量マーケティング

・統計学Ⅳ
・統計学実習Ⅳ

・実証経済分析
・経済統計Ⅱ

・グローバルビジネス
・サービスデータサイエンス

・インターネットと法

・学修の基礎Ⅱ
・基礎英語Ⅱ ・実践英語Ⅰ ・実践英語Ⅱ

・情報と職業
・マルチメディア実習
・データベース演習
・情報セキュリティ
・ネットワーク理論
・機械学習Ⅰ
・プログラミング応用実習

・データサイエンス特論
・情報と産業

・インターネットデータ収集技術
・機械学習Ⅱ
・テキストマイニングⅠ

・特徴量エンジニアリング
・質的データ解析実習
・テキストマイニングⅡ

・フィールドワーク
・インターンシップ

・計量経済学
・経済指標の読み方
・地域経済
・金融リテラシー
・経営管理

・スポーツデータ分析の
　ためのプログラミング
・データによる戦術・戦略Ⅰ
・コンディショニング演習

・観光経済学
・観光統計

・空間情報システム学
・計量犯罪学

・空間情報システム学実習
・統計データと地図表現

・データによる戦術・戦略Ⅱ
・コーチング演習

・データ分析のための物理Ⅰ

・観光データ分析
・スポーツツーリズム
・国際観光政策

・気象学
・データ分析のための物理Ⅱ

・応用計量経済学
・地域分析

・経営戦略
・経営組織

は必修科目
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　開校150周年記念事業のひとつとして、2018年10月から工

事が進められていた150周年記念館が、2020年12月に完成。

2021年2月に竣工式を迎えました。

　この記念館は、新たに既存の11号館と同じ高さにまで建

てられた13号館と、旧6号館を解体して建て直された新6号

館からなります。内部は高低差のある地形を生かした造りに

なっており、低層階は地域に開かれた情報拠点となる「地域

連携エリア」、中層階はAV設備を完備した大小の教室やプ

レゼンテーションスペースからなる「スタディエリア」、高層

階は既存11号館の研究所と連携する共同研究ラウンジやコ

ミュニティラウンジなど、学際的な研究活動を行う「先端研

究エリア」の3つのエリアで構成されています。新校舎は、街

とキャンパスをつなぐゲートウェイであると同時に、本学の

さまざまなアクティビティを社会に発信する場所となります。

　山手通りに面する入口は、13号館と既存の11号館が合体

した門型のエントランスゲートです。ここには、大学内外問

わず様々なコミュニケーションの場としての役割が期待され

る大階段広場があり、その下に展開する「地域連携エリア」に

は、本学の過去・現在・未来に至る姿を様々な角度から知るこ

とができる『ロータスギャラリー』や300席規模の『ロータス

ホール』などの施設があります。

　そして、6号館の地下には新設されたカフェと学生食堂が

あり、グループ席や半個室席、ラウンジ席、カウンター席など、

さまざまなスペース分けがされています。現在は新型コロナ

ウイルス感染症対策のため、座席数を削減し、学生、および

学内関係者向けに営業を行っていますが、将来的には学外

の方も利用しやすくなるよう、席数を増やしていく予定です。

REPORT

完成！「150周年記念館」
街と大学をつなぐ新たな玄関口
来たる2022年に向けて立正大学学園開校150周年プロジェクトを進めています。

今回は、昨年12月に完成した品川キャンパスの新校舎「150周年記念館」について紹介します。

2022年、開校
150周年を迎えます。

立 正大学
「新世紀」へ！

右上 / ルーフオアシスに面したコミュニティラウンジ      右下 / 大階段広場

上 / 約300人収容可能なロータスホール      下 / 開放的な学生食堂 撮影/ 小川重雄
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　春の暖かい日差しが射す晴天の中、本学の第97回卒業証書・

学位授与式（卒業式）が執り行われました。例年、大宮ソニックシ

ティで行われる卒業式ですが、今年度は熊谷キャンパスでは3月

22日に社会福祉学部、地球環境科学部、強化クラブ所属学生の

卒業式が、品川キャンパスでは3月22日に経済学部、法学部、心

理学部、3月23日に仏教学部、経営学部、文学部の卒業式がそれぞれ

実施され、8学部合わせて2,225名の卒業生に学位が授与されました。

　今回の卒業式では、開催日時と場所を学部ごとに、十分な感染症

拡大防止策を講じての実施となり、式典でも、校歌斉唱は行わずに

校歌の音源のみを流し、望月兼雄理事長、吉川洋学長、菅野日彰猊下

から卒業生へ送られる言葉も、ビデオメッセージとなりました。

映像の中で望月理事長は、卒業生へ向けて、「みなさんはこれ

から自分で選択した道を歩んでいかれます。そしてみなさん

には自ら考えて決断する人生が待っています。困難に立ち向か

うときには立正精神である真実、正義、和平を思い出してご自

分の至心にしていただきたいと思います。」と話し、卒業生も

真剣に聞き入っていました。

　様々な活動が制限される中で、例年よりも落ち着いた雰囲

気での卒業式となりましたが、それでも学内には友人や教員

との久しぶりの再会を喜ぶ卒業生の姿が多く見られ、キャンパ

ス内も1年ぶりに立正生の笑顔で溢れ、卒業生にとって思い出

に残る1日となりました。

　4月1日、満開の桜に彩られた熊谷キャンパスにおいて、令和3年度

入学式を挙行し、今年度から新設されたデータサイエンス学部の1

期生も含め、9学部2,583名の新入生が迎えられました。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止となり、実

に2年ぶりの実施となった今回の入学式では、感染症拡大防止の観

点から、3部制での開催。卒業式同様に校歌や学園歌も音源を利用し、

登壇者も理事長、学長、常任理事、副学長、学部長のみに限定し、来賓

や、例年お土産コーナーで記念品販売を行う企業の招待も見送って

の実施となりました。

　また、入場を制限されている新入生の保護者に向けては、入学式

の様子をYouTubeでLIVE配信し、画面越しに式の雰囲気を味わえる

ような運用となりました。

　式辞では、吉川洋学長が、「データサイエンス学部に入学したみな

さんに上級生はいません。みなさんに私の好きな詩人である高村光

太郎の詩の一部を紹介します。僕の前に道はない。僕の後に道はで

きる。というものです。1期生のみなさんにはこのようなスピリットを

もって、先生方と共に新しい学部の良き伝統を築いていただきたい。」

と、データサイエンス学部1期生に対しメッセージを送る場面もあり

ました。最後には、「立正大学での４年間の大学生活が楽しく、実り多

いものになることを祈念し、お祝いの言葉といたします」と話し、新入

生に温かいエールを送りました。

2キャンパスで卒業式挙行

8学部 2,225名卒業

3部制で実施の入学式

保護者へ向けてライブ配信も

卒業式

入
学
式
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大切なのは教え方？寄り添い方？
社会的構成主義から考える算数教育

新井 美津江 准教授

所属：社会福祉学部　子ども教育福祉学科
研究分野：数学教師教育、図形概念

社会福祉学部      新井 美津江先生

あらい 　みつえ

Q なぜ小中学校の先生から大学教員に転身したの？

Q 「先生」が勉強を教える時に大切なことは？

Q 子どもの頃に図形に触れておくことは重要？

　これまで中学校で9年、小学校で2年、オーストラリアのメルボルンにある日本人学校で3年間

先生として勤めていましたが、JICA（国際協力機構）のボランティアでフィジーに行った際、先進

国との教育格差や途上国の数学教育の問題を目の当たりにし、自分の中で何かできないかと考

えるようになりました。そんな時に本学から講師としてのお話をいただき、「一般的な学校教育で

はなく、やる気のない子や算数が苦手な子に対して、どのようにやる気を起こさせるかという観点

から教育を考える。」という点で子ども教育福祉学科での教育に魅力を感じ、研究機関で教鞭を

とることを決めました。

　教員を目指す学生やゼミ生が教育実習を経験すると、勉強の苦手意識をなくす「指導法」や、

学習意欲を高める「指導法」の答えを求めるようになってきます。しかし、教育には「構成主義」と

呼ばれる、『知識とは、人間が自分自身の中で組み立てていくので、他人から与えられるものでは

ない。』という重要な教育観があります。私自身も「学生が何を求めているのか」を常に考えながら、

教師は知識を与える存在ではなく、知識を構成させるための刺激を与える存在だということを学

生にも伝えています。さらに、私は「社会的構成主義」と呼ばれる、『人と人との間に生まれる相互

作用によって知識が構成される。』という考え方を非常に大切にしているので、講義ではディスカ

ッションやアクティブ・ラーニングなどを重視しています。

　幼稚園だと「つみき」や「ブロック」などがおいてある場所が多いので、例えば複数のパーツを組

み合わせて、動物のシルエットをつくる。といった遊び感覚で多くの図形に触れておく事で、モノを

空間的に見る力だけでなく、答えのない問題を解決するような創造力なども養うことが出来るので

良いと思います。日本の教育では、教科書問題の正答率が高くなるような教育をしていますが、社

会に出たら答えのない問題を解決する能力が求められるようになることが多くなるので、このよう

な創造力や数学の応用は将来的に幅広い分野で活用できると思います。

略歴
千葉大学を卒業後、数学の教師として中学校で9年務め、その後は小学校や日本人学校、英会話

教室など様々な教育現場で活躍。2018年から本学の非常勤講師として教鞭をとり、2020年に本学

社会福祉学部子ども教育福祉学科の特任准教授に着任している。自身の経験も踏まえ、教員の

役割とは何かを常に考えながら学生と接し、子どもに寄り添える教員の育成にも取り組んでいる。

先生   に 　 

OS
H IE
TE !  SENSEI

聞いてみた
vol.03
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板橋 勇仁 教授

所属：文学部　哲学科
研究分野：西田哲学、近代日本思想、ドイツ哲学

自分を知るきっかけとなる哲学
哲学とは何か？生きるとは何か？

文学部 哲学科      板橋 勇仁先生

いたばし　ゆうじん 

Q 哲学に興味を持ったきっかけは？

　高校生のころに、何かにつけて自分中心で他人のことを考えていない自分がとても嫌になり

ました。そう思いながら何となく日々をやり過ごしている自分が嫌でした。自分が存在することは

悪いことなのかなといろいろ悩むうちに、尊敬する先生から薦められた哲学の本がヒントになり

ました。本当は日々が他人とのこのうえなく貴重な出会いの場で、ここに出会えたことは奇跡的

なこと。そのありのままにもう少し戻ることができれば、自分ももっと他人を大切に感じるのでは

ないか。そう思えたら、世界の見え方が変わってきました。そんな見え方を哲学でもっと確かに

したいと思いました。

Q 先生が専門にしている日本の哲学とは？

　たとえば、ある用事があってその目的のために急いでいると、風景にあまり目が行きませんよ

ね。効率よく行くために必要な目標だけが意味を持ちます。でもそれでは息がつまります。もし

用事への思いから少しでも解放されれば、道すがら新たな発見や出会いがあるのではないで

しょうか。意味がないと思えていた些細なものも、稀有に見えて、大切なものに気づきます。私が

専門にしている日本の京都学派の哲学は、この先の未来に行きがちな目線を少し離して、いま

ここにもっと眼を向ける作法を示します。いまここにすべてがあると説くのです。

Q ズバリ、生きることの意味とは？

　生きることの意味は「これだ」と言えるなら、そう生きなければ意味がないことになります。で

も、生きるというのは意味があるとかないとかといった次元ではない気がします。私たちは気づ

けばいのちを授かって生きています。生きることは本当に稀有なこと。しかも意識せずとも、息し

続け、生きようとしています。生きることを楽しめたり感謝したりするほど強くなくても、預かった

いのちをいまここに生きることは、ただそれだけで尊い気がします。

略歴
2000年に上智大学大学院の哲学研究科博士後期課程を修了。2002年より本学の文学部講師に

就任し、2014年より教授を務める。日本初の独創的思想と言われる西田哲学と呼ばれる哲学や、

ドイツ哲学を研究し、授業では「自分で考えることの楽しさ」を学ぶ講義や演習を行っている。

先生   に 　 

OS
H IE
TE !  SENSEI

聞いてみた
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文学部社会学科4年 大石 怜奈さん

　LGBTs、発達障害の当事者であることを表明している大石さんは、入学当時の経験から、悩み

を抱える学生との交流の場を提供する『文化学術愛好同好会LINK』を設立。会長として運営し

た功績が認められ、2020年11月にモラりす特別賞を受賞しました。「モラりす賞」は、学術、文化、

スポーツ、その他の分野において、建学の精神である『「モラリスト×エキスパート」を育む。』を

体現した人に授与されます。

　　　入学時の経験とLINK設立のキッカケ

　大石さんは大学入学後、周囲の雰囲気に馴染めなかった経験から、2年時に『文化学術愛好

同好会LINK』を設立しました。当時について大石さんは、「もともと他人の視線や電車などが苦

手で、あまり外出が出来ませんでした。体力が持たず入院することも多かったので、結果的に一

期を休学し、二期に復学したのですが、既に構築された周囲の人間関係を目の当たりにして、

なおさら大学に馴染めなくなってしまいました。その時、卒業するまで居場所がないなら作れ

ばいいと考え、LINKを設立しました。」と語ってくれました。

　　　自分だけでなく、他の人の居場所にもなる空間を

　自身のさまざまな経験を踏まえ、自分の居場所にもなり、他の人の居場所にもなるコミュニ

ティを作ればいいのでは、と考えた大石さん。生きづらさの内容を特定せず、それを抱えている

人たちが集まれるコミュニティを作り、現在はメンバーが25人ほどいます。中には大石さんのよ

うな発達障害やLGBTsならではの生きづらさを抱えている人だけではなく、生きづらさを感じ

ている人、あるいは、生きづらさということに関心があるという人も所属しています。活動につ

いて大石さんは、「サークルでは、生きづらさをテーマに議論したり、生きづらさを題材にした

映画の鑑賞をしています。LINKにはいろいろなニーズが混在しているので、それぞれにとって

後藤 真太郎  ゼミ
（地球環境科学部　教授）

　私たち後藤ゼミでは、「リモートセンシング」や「GIS」を用いた解析を使用することにより、空

間情報処理の応用技術を習得し、実際的な環境問題に適用する研究をしています。

　主な研究内容として「防災とGIS」や「スマート農業」などがあります。ゼミでは、後藤先生が

携わっている日本農業遺産の一次審査を通過した比企丘陵の谷津沼農業プロジェクトにも

参加することができ、ほかのゼミでは体験できない地域での活動をすることができます。ゼミ

室には、フィールドワークでデータを収集するための、多くのドローンが置いてあり、研究の為

に使用することができます。他にも研究に使用する機材やソフトウェアが揃っており、とても充

実しています。

　今年度はコロナ禍であった為、大学に行くことが困難になり、オンライン授業になってしま

いましたが、Zoomなどを活用してゼミを行いました。

　一期では、GISソフトを使用し「埼玉県の植生別のバッタ分布」や「全国の新型コロナウイル

ス感染者のヒートマップ」などを作成しました。またプログラミングソフトのscratchを使用し、

深層学習を使用した簡単なゲームの作成も行いました。Pythonなどのプログラム言語の学

修も行うことが出来ます。後期では、夏休みで行った「セミナーの基礎」で決めたテーマで、レ

ポートを作成し、最後の授業で発表を行いました。コロナ禍なので、対面でのゼミ生同士で集

まり議論を行うことが出来なかったですが、各週に週報を作成し、進捗状況を共有することで

客観的な意見を得ることで内容を深めました。しかし、気軽に現場に足を運ぶフィールドワー

クをすることが難しい為、データの収集には苦労しました。

　後藤ゼミは自分で考え行動をする力と、つまずいたらゼミ生同士で協力をしたり議論を行

うなどの協調性を身に着けることができるゼミです。

合言葉は「生きづらさ」
悩みを抱える学生の居場所を創設

居心地が良い場所であるよう心がけています。」と話します。

　　　願いは卒業後も変わらない居場所

　昨年末に会長職を後輩に引継いだ大石さん。今後について、「自分が卒業したらどうなってしまうのだろう。

設立した自分自身が活動の中心になっていたので、共感の矛先が自分にだけ向いている。それは望ましくない

です。」と心配を口にします。それでも、「後輩たちで活動を頑張ってもらって、自分がいなくなってもLINKが変わ

らず多くの人の居場所であってほしいですね。」と期待も口にしました。

自慢みんなの ゼ ミ

今回ご協力いただいた先生

ドローンを活用したデータ収集。自ら考え行動し、環境問題と向き合う

おおいし れいな

ゼミで運営している谷津田イノベーション研究会の田植え風景

記事： 寺家 誠悟（地球環境科学部環境システム学科4年、立正大学付属立正高等学校出身）
てらいえ せいご
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                先生の研究分野は？

「音楽教育」が専門です。特に、「リトミック」という音楽教育法を中心に研究

しています。

                この活動の目的は？

学生のリトミック教育力を向上させることと、参加した子どもの社会性への

効果を検証することです。

                リトミックを実践的に行う意義とは？

学生が学んだ理論と演奏技術を、親子との活動に結びつける体験ができた

ことは、彼らの教育力向上のために意義深い活動でした。

                この活動での研究実績は？

この活動は、学生のリトミック指導者資格取得の試験合格率が全国一位

（連続9年）であることにも繋がっています。また、学生自身も親子へのリトミ

ック実践を卒業論文のテーマとし、研究を継続していました。

岡崎まゆみ准教授はマンガ・アニメで人気の『ゴールデンカムイ』により注目が高まるアイヌ民族を「近代法」から捉え

る研究を行っています。なぜアイヌ民族なのか、近代法と現代法の違いとは。岡崎准教授の話を通じて、現代日本に

根付きつつある「多様性」が見えてきました。

音楽を通して子どもの心身・感覚・感性を育む幼児教育「リトミック」。学生自ら幼児を指導することは、教育のみ

ならず人との交流の場にもなります。自由が制限されている現在、「人とのつながり」がより求められている中で、

リトミックの研究を行っている社会福祉学部・板野晴子教授にお話をお聞きしました。

　立正大学ミライ会議とは、毎回、現役学生や立正OB・OG、教職員のゲストの

方に、キャリアや今想うテーマなどを話していただき、参加者全員が、新しい価

値を獲得したり、生き方のヒントを得たりしながら、現役立正生と立正OB・OGそ

して教職員をつなぐ、オンラインコミュニティです。

　「自分のキャリアを学生に伝えたい」「若者と対話し、相互に新たな視点を得た

い」と、ご参加 いただける方はぜひご連絡ください。 

下記①②を記載の上、『skenkyu@ris.ac.jp』にメールにてお申し込みください。

①基本的な事項：氏名・連絡先（メール・電話番号等）・何年卒業

②学生に伝えたいご自身のキャリアや、学生と対話したいことなどありましたらご記載ください。

お申し込みの方には各回のミライ会議の開催案内をお送りいたします。

またいただきました自己紹介文②を学生と検討させていただき、ゲスト参加をお願いする場合がございます。

　戦後以降は、性別・民族等を理由に不遇だった人たちを国家が積極的に優遇するようになり、現在では「自分らしく生

きる」ために本人の力だけではどうにもならないことが事実上ハンディキャップになるのは問題だという考え方になって

きています。こうした発想やこの発想の下で作られた法律を現代法といいます。近代法と現代法の関係は、近代法のほ

ころびを現代法が補修する関係とイメージするとよいでしょう。

               先生の授業ではどのようなことが学べますか。

　法史学の講義では、近代法と現代法の関係が主なテーマです。

法学部での学修は「六法」に代表される実定法が中心です。しかし

実定法にも欠陥はたくさんあるし、補修してゆく必要があります。講

義では最近のニュースを出発点に、実定法では当然だとされる概

念を歴史的な観点から見直すことで、「実は当然ではない」ことを

知り、どのように法律を発展させてゆけばよいかを考えるきっかけ

にしてほしいと思っています。試験対策のための暗記のような浅

い知識ではなく、土台のしっかりした法的思考を育むために

必須な科目です。

                苦労した点は？

自分は学生と親子の活動には介入をしないと決めていました。何度かじれっ

たく思う場面もありましたが、その難局を学生たちは乗り切って成長できまし

た。結果、苦労はなかったです。

                学生ができる経験は？

学生たちが緻密に準備したプログラムであっても、子ども達は全く予想外の

反応をします。臨場感の中でリトミックをやり通した体験は、学生たちの大き

な自信に繋がっています。

                参加した親子の反応は？

リトミックの歌を口ずさんだり、「♪お名前は？」に歌で応える練習をしたり、次

の活動日までの日常生活の中でも、親子で一緒に繰り返し楽しんでください

ました。

                地域交流で、大切にしている点は？

子育て支援センター「ベアリス」を研究活動の場として活用しました。同時に、

子育て相談で利用なさる地域の方々には、学生の成長を見守っていただい

ており、このような「互助」の機会を持つことは重要であると考えています。

                今後の展開は？

今回の研究以降も、ベアリスを学生の教育実践の場として活用しています。

今後も継続的に「リトミック」や、「弾き歌い」等を企画していきます。

                保育士を目指す人

にメッセージを！

保育と教育の学びの道には、

「よく生きる」ための知識と経験と

喜びがあります。この道に一歩踏み

出し、我々と共に歩きましょう。

               アイヌ民族について調べるきっかけを教えてください。

　私の専門は法史学といって法を歴史から考える分野で、戦前日本の植民地法を研究しています。

　ある民族が異文化に接触して文化変容を起こす現象をアカルチュレーションと言いますが、『ゴールデンカムイ』で

描かれるように、内地 から北海道へ多くの人が渡り、アイヌ文化が大きく変わったのもその一例です。今日本が目指す

「多文化共生」とは真逆の現象ですが、実際問題として政府は立法や裁判を通じてアイヌ文化のアカルチュレーションを

長らく正当化してきました。これは一刻も早く是正すべき問題だと思っています。

　アイヌ文化のアカルチュレーションが生じた法的要因とそれがもたらした結果を歴史的観点から検証することはこれ

までの私の研究を応用できるし、また現在進行形の日本の「多文化共生」社会づくりに貢献できるなら、とこの研究に取

り組むことにしました。

               日本における「近代法」と「現代法」の違いについて教えてください。

　明治維新を経て日本は士農工商の身分を廃止し、各人の自由で平等な権利を確立しました。近代法はこうした発想自

体やその発想の下に作られた法律を指します。近代法の誕生は法の歴史からみれば画期的でしたが、実際には生まれ

た家柄や社会階層など本人の力だけではどうにもならない要素から深刻な貧富の格差が生じていたし、性別や民族に

よって自由で平等な権利の対象からすら除外される人たちもいました。

INTERVIEW

INTERVIEW

地域と学生を結ぶ音楽と動きを融合したリトミック

「近代法」からアイヌ民族を捉える

リトミック教育の様子

北海道中川郡豊頃町旅来にある渡船場跡

社会福祉学部 

板野 晴子 教授

法学部 

岡崎 まゆみ 准教授

＊1 北海道から見て本州以南の地域を示すときの呼び方。

「立正大学ミライ会議」参加O B・OG・教職員募集

お申込について

＊1 
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国際交流センターRESPONDING TO GLOBALIZATION
大学の留学や研修プログラム紹介

“ 奨学金付きプログラムでチャレンジを後押し！”

海外留学・研修制度

留学を考えている高校生や大学生へのメッセージ　私は大学で植生や動物の環境問題を学んでいます。机の上だけで学修するのではなく、自らボラン

ティア活動に参加することにより、幅広い経験と知識を身につけられ、また、文化や考え方が違う国で

の環境問題の取り組みが分かると考え、海外の環境保護ボランティア活動に参加しました。

　私が渡航した国はニュージーランドです。ニュージーランドは昔から羊や牛の放牧が盛んに行われ

ているため、森を伐採し、土地を拡大してきました。しかし、放牧のために天然林を伐採してしまい、森

林の減少が深刻化してきました。ニュージーランドでは固有種の鳥も多く存在していますが、森林帯の

減少は鳥の生息地にも影響します。これらの環境問題を改善するために、ニュージーランドの国立公

園などで、木の植林を行いました。ただ植えるだけではなく、植林する木の苗を自分達で運ぶなど力仕

事が多い活動でしたが、自分達が植林した木が数十年後には立派な木になると考えると、頑張ろうと

いう気持ちが湧いてきました。

　ボランティア活動中は共同生活で、食材の買い出しも料理も自分達で行います。私たちのグループ

は日本人と台湾人とフランス人が参加していたので、夜ご飯はそれぞれ自分の国の料理を振舞いまし

た。ヴィーガンやベジタリアンもいたので、買い出しの際は、材料や調味料に動物性のものが使用され

ていないか確認し、その人たち専用の料理と皆が食べる料理2種類を作っていました。違う文化の人達

が共同生活をすることは大変なこともありましたが、異なる考え方にも触れることができました。

　また、英語での会話には苦労しましたが、大きな学びになりました。最初は会話の中に出てくる単語

がようやく聞き取れる状態で、何を伝えたいのか、どうやって伝えれば良いのか分からず不安でした。

しかし、毎日英語を聞き、会話をして行くうちに、自然に聞き取れるようになりました。私はあまり英語を

話せないのですが、話せないから恥ずかしいと消極的になってしまうと、話すタイミングを失ってしま

うと考え、自分から積極的に話しかけるようにしました。自分から話しかけることによって、相手のことを

知る機会や共通の趣味を知ることができ、相手も片言の英語を理解してくれました。なんと言ったら良

いか分からないときはインターネットで単語を調べ、写真を見せて、理解してもらったこともあります。 

　海外に行ってみたい、英語を話してみたいという方に、海外ボランティアはお勧めです。不安な方は

友達と一緒に参加するのも良いと思いますが、現地で友達とずっと一緒にいて、恥ずかしくてあまり話

せなかったという方もいるので、私は一人で参加したほうが自分の知識や経験を広げられると思いま

す。違う国同士で考え方が違うため、自分では気づくことができなかった価値観や、日本人独特の考え

方を改めて気づくことができます。

　また、日本の歴史や文化を事前に調べ、自分の考えを持ち、相手にどう説明するかを準備しておくと

良いでしょう。ボランティア活動に参加している外国の方には、日本の文化に興味を持っていたり、日本

人の考え方に疑問を持っている方

がいました。例えば私は、「日本人は

なんで嫌なことを断らないの」と質

問をされたとき、なんと説明したら

良いのか分かりませんでした。海外

に行く前に、日本人の文化や行動

を改めて見直し、なぜこれをしてし

まうのかを考え、その理由を明確に

しておくと良いと思います。

海外ボランティア

プログラム名 ニュージーランド（オークランド）渡航先

2019年度夏期（3年次）渡航時期

8月14日～9月1日渡航期間

ニュージーランドのサンセット写真

ボランティアメンバーとの集合写真

地球環境科学部環境システム学科2021年3月卒業

稲葉 智咲さん

　150周年記念事業・国際交流センター主催「第1回立正大学英語

スピーチコンテスト-Rissho Voices-」が、2020年12月20日（日）に

品川キャンパスにて開催されました。

　初回となる今回は、本学学生を対象として募集をし、予選を通過した

8名が本選に進み、「コミュニケーション」「教育」「国際交流」「菜食主

義」など、様々なテーマを取り上げ、ジェスチャーやユーモアを交えたスピーチが繰り広げられました。

　本年度の優勝者は、「世界の言語は1つに統一できるか」に関するスピーチをした心理学部2年の

綿貫めぐみさんでした。受賞後のインタビューでは、「言語には思いを伝えるためだけでなく、

文化遺産としてどのような力や役割があるのかを考える良い機会となりました。」と述べました。

本コンテストは、2021年度も実施予定です。さらに多くの学生のご応募をお待ちしております。

英語スピーチコンテスト開催

順位

第1位

第2位

第3位

学部・学年

心理学部・2年

文学部・3年

経済学部・1年

氏名

綿貫 めぐみ

齋藤 舞花

楊 亦楠

タイトル

How Would It  Be i f  Al l  the People in the 
World Spoke the Same Language?

The Importance of  Communication in the 
Covid-19 World

What TikTok Brings to Us

TOPIC

世界に広がる学びの場

※2021年度の国際交流センター実施プログラムについては、国際交流センターにお問い合わせください。
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「MA」というコンセプトで2020年に発表したデザイン

　　　　進路に悩んだ学生時代

　高校生の時、卒業後の進路について、大学に進学するか、音楽やものづくりなどの自分が興味を持つ

分野を学ぼうか悩んでいたという赤坂さん。最終的に東洋大学に進学し、哲学を学んでいましたが、も

のづくりに対する思いを捨てきれず、服飾にも興味を持ちはじめたため、大学3年の時に家族で進路を

話し合ったそうです。「大学を卒業してから専門学校に通い直そうと考えていました。しかし父親から、服

飾関係の仕事に大学の学位は必要なのかと

問われ、世界一の服飾学校で学ぶなら金銭

面もサポートするから今の大学を辞めても

いいと言われました。」と話す赤坂さん。その後、

独学で英語やデザインを学び、見事にセントラル・

セント・マーチンズ大学に合格。非常にチャレ

ンジングな性格であることが伺えます。

　赤坂さんは、ニューヨークのブルックリンを拠点に活動するデザイナーです。立正中学校と高等学校で「仏教」や「思想」について学び、卒業後も様々な

経験を経て、世界的に有名な芸術大学であるロンドンのセントラル・セント・マーチンズ大学でデザインを学びました。現在は独立し、ファッションブランド

『KOZABURO』を設立。2017年にはフランスのLVMH（モエ・ヘネシー・ルイ・ヴィトン）グループが主催するファッションショーで日本人初の特別賞を受賞する

など、注目されています。

　　　　哲学や宗教の考えをブランドコンセプトに

　卒業後にニューヨークの紳士服メーカーでデザインの仕事をしていた赤坂さんは、そこで3年間経験を積んだ後に退職。「自由の表現し

たいことを仕事にしたい。だけど、自分が本当にやりたいことは何だろうと考えるようになりました。」と話す赤坂さん。その後、ニューヨーク

のパーソンズ美術大学院に入学し、学位を取得。そこから自分のブランドを立ち上げました。ブランドコンセプトについて、「哲学や宗教など

が自分の重要なルーツであると考えているので、思想をどのようにものづくりに組み込むかが自分の最大の焦点です。」と話す赤坂さん。立正

高校時代の友人にも相談しながら、これまでに『円融』や『MA（間）』など、赤坂さんの持つ独特の感性からコンセプトを生み出してきました。

　　　　これからの学生に期待する『ポジティビティ』

　最後に生徒や学生へ向けてのメッセージを伺うと、「今の時代、好きなことをして生活したいけど、好きなことが見つからない、好き

なことで稼げないと考える若い人が増えていると感じます。しかし、自分が本当にやりたいことを見つけるためにも能動的に行動して

ほしい。壁にぶつかることもあると思いますが、その経験が失敗だったかどうかは、その後の行動によって変わってくると思いますし、

失敗や挫折の理由がその時に理由が分からない事も多いので、『ポジティビティ』（自己肯定的な心）を大切にしながら様々なチャレン

ジをしてほしいですね。」と笑顔で語る赤坂さん。今後の活躍にも期待です。

デザイナー
2 0 0 2年  立正大学付属立正中学校・高等学校卒業

赤坂 公三郎さん立正での学びを大切に
ルイヴィトンも認めた『KOZABURO』

あかさか こうざぶろう

研究フェア
オンラインで開催！！

キャリアサポートセンター最大規模イベント

　　　　活スケジュールにおいて、3月1日は就活解禁日とされ、企業が採用情報を公開し、エン

トリーを受付できる日となっています。毎年キャリアサポートセンターでは、解禁前の2月に主催

するイベントとしては最大規模となる「業界・企業研究フェア」を

開催しています。このイベントでは、多くの企業・団体を招き、

各業界の動向や今後の展望など「生の情報」を得ることができます。

  例年は品川・熊谷の両キャンパスで開催していますが、令和2

年度はコロナ禍、特に今回は緊急事態宣言期間のため、移動

の制限や帰省中の学生もいる状況を考慮し、初めてオンライ

ンによるライブ形式で開催しました。日程は例年両キャンパス

とも2日間ですが、今年度は約2週間という長期間で開催し、

幅広い業界から計177企業・団体の参加がありました。

 「業界・企業研究フェア」は、学生と企業が直接対面でお互いの雰囲気や反応を感じながら理

解を深めることができる良い機会となっていますが、今年度はオンラインでの開催であるため、

これらのメリットが損なわれる事を懸念していました。しかし、今年度キャリアサポートセンターの

イベントを全てオンラインで開催していたこと、そして採用側もインターンシップ等オンライン

主体に移ってきたこともあり、学生もオンライン方式での説明に慣れてきていたようです。

「チャット機能」という、直接発言するより敷居の低いオンラインならではのツールの効果もあ

り、学生から採用担当者への質問が例年より活発に出され、時間が足りなくなるといった場面

も多く見られました。

　一方、他のブースの様子が見えないオンライン開催は、知らなかった業界や企業に興味を持つと

いう機会が少なくなりがちです。今回はより多くの業界・企業に目を向けてもらえるよう、各ブースに分

かれる前にキャリアサポートセンターから各企業の概要を説明するということを試みました。結果

として延べ参加者数は前年度の約1.5倍に増え、また学生へのアンケートでも満足度は総じて

高いものとなりました。

　今回のイベントを通じて、就活の手段としてオンラインが浸透していることを感じるとともに、

本格化する就職活動への学生の意欲の高さを感じることができました。

　マイナビの調査によると、令和3(2022)年度卒の採用計画において、採用予定数を減らす企

業と増やす企業がそれぞれ1割程度となり、それ以外の企業は今年度並みという回答でした。今回

の「業界・企業研究フェア」出席企業へのアンケートでも7割が今年度同等、残りの企業で増減

が半々程度と、採用意欲が極端に下がるという傾向はみられませんでした。

 キャリアサポートセンターは、その時々の環境変化にも柔軟に対応し、学生一人ひとりが納

得のいく進路を決定できるよう就職活動をサポートして参ります。

運営の様子

「業界・企業研究フェア」パンフレット表紙

企業による説明の様子

 就

業 界 企 業・

キャリアサポートセンター



12

貴
重
資
料
紹
介

立
正
大
学
図
書
館
所
蔵

LEARN

　『平家物語』は源平合戦（治承・寿永の乱）を中心に、平家

の盛衰を描いた軍記物語である。『平家物語』と言えば、古

文の教科書でおなじみの「祇園精舎」の段や那須与一の扇

の的のほか、平清盛の死にざまや源義経の活躍など、数多

くの名場面を有する物語として知られる。

　立正大学図書館（古書資料館）が所蔵する『平家物語』は江

戸時代の写本である。本書は、牡丹唐草文をあしらった緞子

表紙（図１）で、見返しには金箔が貼られた豪華本である。

また、一般的な袋綴の和装本と異なり、列帖装という装訂で

製本されている。列帖装では、数枚の紙を重ね、それらをま

とめて折った束を三つか四つ列ねて糸を通す。袋綴の場合、

紙の両面に文字が書かれることがないので、よい紙を使わな

くてもよい。それに対して列帖装では、両面に文字が書かれ

ることになるため、紙も質のよいものが使用される。この

ような豪華なつくりの本は、公家や大名などが娘の嫁入り道

具としてもたせることが多いため、嫁入り本と呼ばれる。

 この『平家物語』をよく見ると、前小口の部分から見える位

置に、小さな金箔片が貼られていることに気づく（図2）。こ

れは、今で言うところの付箋と同じ役割を果たしているもの

で、金箔片が貼られている丁（ページのこと）を開くと、ちょう

ど章段の切れ目となっていることが分かる。

　

『平家物語』12巻12冊　
江戸時代中後期写
913.434/H 51/1-12

　本学では、1990（平成2）年～1992（平成4）年までの3年間、志願者の増加や、

大崎キャンパス（現品川キャンパス）の再開発工事で学内での試験会場を確保す

ることが難しいという理由から、東京ドームを会場とした入学試験が実施されまし

た。当時、同施設が入試会場として使われたのは初めてのことで、数多くのメディ

アに取り上げられました。その数は、新聞10紙、TV9局、週刊誌8誌ほか合計45社

にのぼります。

　40ページ以上になるマニュアルの整備や関係各署との10カ月の調整を経て、

人工芝を剝がして2,700本の長机と5,400脚の椅子が用意され、1990年2月8日に

当日を迎えたのでした（この日は経済学部入試。翌日は経営学部入試）。試験開始20分前の電光掲示

板には「GOOD LUCK」の白文字が表示され、それから約4,000人の受験生が一斉に試験を受けまし

た。試験中は驚くほど静かだったといいます。教職員300名、ドーム関係者300名が動員されました

（『会報』40号、『フォーラム』19号、『サンデー毎日』90年2月25日号より）。当時を知る元職員によりま

すと、受験生や教職員はスタンドで昼食を取ったとか。

　昨年12月20日放送の『スクール革命！』（日本テレビ系列の、内村光良さんが担任となって授業する

設定のバラエティー番組）で、当室が提供した写真をもとに、「タイムスリップクイズ！ 100年写真館！」

のうちの1問として、この東京ドーム入試に関するクイズが出題されました。回答者の方々は、まさか

東京ドームが大学入試で使われたとはとは思わなかったようでした。さまざまな珍回答があり、番組

は盛り上がりました。

第24回

「東京ドーム入試」

図1：牡丹唐草文の緞子表紙

東京ドームで行われた入学試験の様子

図2：前小口の金箔片

横断幕が掲げられた東京ドームのゲート

第26回
だより

史料編纂室

じしょう じゅえい

ぎおんしょうじゃ なすの よいち

ぼたんからくさもん どんす

ふくろとじ

まえこぐち

れつじょうそう

みなもとのよしつねたいらのきよもり
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RISSHO JUNIOR&SENIOR HIGH SCHOOL

立正大学付属立正中学校・高等学校

新年度を迎えて

高等学校卒業式挙行される

学校長  大場 一人

　令和３年度は中学校・高等学校の新入生約500名を迎え、全校生徒1400名を超える生徒

数となります。今年度より、中学校はデジタル教科書の導入により、中学１年生は全員iPad

を使った授業になります。

　昨年度は多くの学校行事が中止となりましたが、今年度は新型コロナウイルス感染症が

収束して学校行事ができることを願っております。本校の教育理念である「行学二道」のも

と、生徒たちが文武両道に励むことができるように努力してまいります。

　3月1日、本校アリーナで「第73回高等学校卒業式」が挙行されました。

　今年はコロナ禍の中でどのように開催できるか検討した結果、360名

の卒業生を午前の部、午後の部の2回に分けて、保護者も各家庭1名

のみの入場に限らせていただいての実施となりました。また、国歌、

学園歌などもCDでの演奏を聴く形をとりました。制限された中では

ありましたが、厳粛な素晴らしい式典となりました。

射撃部の羽田さんが2年連続日本一

RISSHO UNIVERSITY SHONAN HIGH SCHOOL

立正大学淞南高等学校

　10月26日、プロ野球ドラフト会議

にて、谷川唯人君が千葉ロッテマリ

ーンズから育成１位指名を受け、

本校初の高卒でのプロ野球選手が

誕生しました。谷川君が野球を始め

たころから追い求めてきたプロ野

球選手という夢は、本校に入学して

から日々野球に打ち込み努力して

きたことで目標に変わりました。１年生

からメンバー入りし、チームの勝利

に貢献して積み重ねてきた実績が

プロ野球の世界への道を切り開き、学校全体や後輩達に希望を与える記念すべき一日となりました。

　指名を受けた谷川君は、「自分の長所である肩をしっかりアピールしながら打撃も強化し、一軍で通用する

ような実力をつけられるように日々努力していきたいと思います。」と力強く抱負を語ってくれました。たくさん

の方々の期待を背負い、「将来的にレギュラーを掴めるような選手になりたい」と新たな目標を持った谷川選

手のプロ野球人生がスタートします。

　みなさま、末永く応援よろしくお願い致します。

大場校長先生と生徒たち 卒業生答辞の様子

ドラフト指名後の記者会見

2年連続日本一に輝いた羽田向日葵さん

野球部からプロ誕生

受賞歴

　ライフル射撃部2年生の羽田向日葵さんが、2020年度全国高等学校スポーツ射撃競技大会リモート大

会に出場し、見事に優勝しました。2019年9月に開催された、JOCジュニアオリンピック大会での優勝に

続いて二年連続での日本一となり、これらの功績などを称えられ、数々の賞を受賞しました。

　今年度は新型コロナの影響により大会が中止や延期となる中、昨年より様々な困難と向き合いながら

も、多くの皆様方のご協力とご支援もあり、今回のような賞を頂く事ができました。新年度からも精進努

力して参りますので、引き続き応援よろしくお願いいたします。

岸清一地域スポーツ賞

島根県体育協会優秀選手賞

島根県スポーツ功労賞

島根スポーツ記者クラブ特別賞

島根県高等学校体育連盟
特別優秀選手賞
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苦
難
を
乗
り
越
え
て

目
指
す
は
日
本
代
表　新型コロナウイルス感染症の終息が見えな

い中で、大学の授業もオンラインが中心であり、

このような状況が続く中で「私達だけラグビー

を続けていてよいのか」と部員、指導者共に考

える時がある。

　しかし、このような状況でも、大学や周囲の協

力のもとで活動を続けられている事に感謝し、

強化クラブのメンバーとも励まし合い、協力し

合いながら今年度予定されている国内外の大

会に向けて準備を続けている。

　「私達の目標は日本を代表する選手に１歩で

も近づく事、そして日本を代表して、立正大学か

ら世界へ挑戦することです。今年度は東京オリン

ピックや、ニュージーランドで開催予定の女子

15人制のワールドカップが予定されています。

国内の大会も複数予定されています。１人でも

多く日本代表選手になれるよう、国内の大会で

も活躍できるように、立正大学の学生として努力

し続け必ず結果につなげます。学生の皆さん、自

分達の将来に夢と情熱を持ち続け、一緒にこの

苦難を乗り越えていきましょう。」

　本学硬式野球部が所属する東都大学野球1部リーグ戦が3月29日に開幕し、神宮球場では連

日激戦が繰り広げられている。今季は、開幕までの活動期間にて様々なコロナ禍の影響を受けた。

例年2月に開催している強化キャンプ（高松市）は中止となり、オープン戦や練習時間に制限が

設けられるなど、我慢の想いを重ねながらの活動期間となった。今季のリーグ戦は、前季2部

優勝校の青山学院大学が自動昇格となったため、全7大学で開催されている。入替戦は1部6位、

7位、2部1位の3大学中2大学が降格となる方式で開催される予定であり、例年に増す激戦が繰

り広げられる事は間違いない。

　目指すべき所は優勝。長年チームスローガンとして掲げてきた「守り勝つ野球」はシー

ズンをこなすごとに浸透し、成熟の域に達している。是非とも、自らが確立してきたスタ

イルを首尾貫徹し、「優勝」へと昇りつめてもらいたい。主将の桂川弘貴（法学部4年）は、

「野球に集中できる環境を整備してくださった方々への感謝の気持ちを忘れずに、最後

まで戦い切りたい。」と語ってくれた。憧れの神宮でプレーすることを目標に励んできた

選手たちの輝かしい姿に熱い声援を送っていただきたい。

FEATURE：01 サッカー部

それぞれの目標に向けて練習を重ねる今年の活躍が期待されるシーバート・ピエリッチ（社会福祉学部２年)

今シーズンの主将を務める桂川弘貴

硬式野球部 7大学で開催の1部リーグ　守り勝つ野球で優勝旗奪還へ！

有
望
株
加
入
の
ラ
グ
ビ
ー
部
男
子

リ
ー
グ
戦
に
向
け
て
新
体
制
始
動
！

FEATURE：04

　ラグビー部男子は、今年度も昨年度同様に、

複数リーダー制で、活動がスタートした。今

年度も、一人一人がチームスローガンでもあ

る『主体性』をもって自ら考えて行動することが

できる人づくり、チーム作りを目指している。

　新入生として、3月下旬には、15名が入部

入寮し、それ以外に、留学生としてウィルソ

ン・ユアンが加入した。15名中、8名の選手

が昨年末の大阪花園ラグビー場で行われ

た全国大会に出場し、活躍した選手である。

ユアンは、昨年度入学のピエリッチと高校

の同級生で、W杯前回大会優勝の南アフリ

カ共和国出身の期待の選手である。

　昨年度はコロナ禍で、チャレンジし続け

たが、目標である関東大学リーグ戦1部復帰

は果たせず、2部3位という結果に終わった。

シーズン通して3年生以下中心の若いチー

ムとなったため、最終戦でのスターティング

メンバー11名が残り、ギリギリの試合で勝つ

ために何が必要か、個人、チームの課題を

熟知することができた1年だった。

選手、スタッフ一同、方向性を一つにし、9月

に行われるリーグ戦で、目標が達成できるよ

う、春の厳しいトレーニングに励んでいる。

　今年度も、変わらぬご支援、ご声援宜しく

お願いいたします。

　昨シーズンは、新型コロナウイルス感染症の影響により活動が制限

される状況が続いた。そんな状況の中、グラウンドでのチーム練習が出

来ないときはオンラインツールのZoomを活用したトレーニングやミー

ティングを行い、コロナ禍の困難をチーム一丸となって乗り越え団結力

が高まった。2021年シーズンは、昨シーズン果たすことが出来なかった

全国大会出場と関東大学サッカー1部リーグ戦で上位入賞を目指す。

孫 大河（地球環境科学部4年・DF）

　世界的に新型コロナウイルス感染症の流行が収まらない状況ですが、

その中で2021年シーズンを迎えることができてとても嬉しいです。私たち

の大好きなサッカーができる環境へ感謝をして全ての事に対して応援して

くださる方々の為に全力でプレーや行動をしていきたいと思います。

田中 宏武（地球環境科学部4年・MF）

　2020年シーズンは新型コロナウイルス感染症の影響により様々なことが

難しい状況の中、全国大会出場という自分たちの目標に後一歩届きませんで

した。2021年シーズンは全国大会に出場し、日本一を目指します。個人として

は、最終学年という自覚を持ってチームの勝利に貢献できるよう活躍したい

と思います。

ラグビー部 女子FEATURE：03

2年ぶりの全国大会を目指して2021年シーズン始動

ラグビー部 男子FEATURE：02

写真左 / 孫 大河（地球環境科学部4年・DF） 写真右 / 田中 宏武（地球環境科学部4年・MF）

注目選手コメント

立
正
大
学

強
化
ク
ラ
ブ

情
報



15

　拳法部は、現在男子６名、女子２名の合計８名で活動しています。練習は週３回で、部員は初心者

から経験者まで幅広く在籍し、日々練習を重ねています。部の雰囲気について、昨年度部長を務めた

小國さん（心理学部卒）は、「練習の際は厳しく真剣に取り組みますが、練習以外では部員とOB、OGが

プライベートで食事を行うなど交流があり、メリハリのある中でもアットホームな雰囲気を持っている

のが拳法部の特徴です。監督とコーチもOBの方です。また、監督やコーチからは礼儀作法や言葉使

いなど、在学中だけでなく社会で人とコミュニケーションをとる上でも大切な事を教わります。」とのこと。

礼儀を重んじる姿勢が伝わります。

　拳法部の魅力について伺うと、「自分の強みを見つけたり、勝つ事で自分に自信をつけられる点です。

日本拳法では、自分の長所や得意分野を鍛えることで大柄な選手に勝つことも可能な競技なので、

ほかの競技にはない魅力があります。」と話す小國さん。続けて、「以前は、人と接する事が苦手だった

事もあり、大学では今まで経験していない事に挑戦して自分を変えたいと考えていました。入部後は

苦手意識なく人と接するようになりましたし、身体を鍛えたことで自分に自信がつき、アルバイト先

でもいい接客ができるようになりました。」

　最後に、本学の１年生へ向けて、「大学４年間はすごくあっという間に過ぎてしまうと思いますが、勉強でも

部活でも、自分が頑張れるものを見つける事が、大学生活を充実させる上で大切だと思います。そういう

場所を見つけたいと思っている人はぜひ、拳法部の活動を見学して欲しいです」と笑顔で話しました。

　学生保険委員会（通称：GAPPO（ガッポ））は、男子13名、女子10名の合計23名が所属する団体です。

学生が宿泊施設や医療機関を利用する際の補助金などとなる互助会費を、より有効に活用・還元する

ための企画や運営など、様々な形で活動しています。

 　例年、最も好評なイベントが学内でのお弁当販売です。販売業者と協力し、ボリュームのある3種類の

お弁当（300円）を数量限定でキャンパス内販売しています。部長を務める永田翔さん（経営学部3年）は、

「お弁当販売は、学生にとても喜んでもらえるので、活動の中で喜びを特に感じることができます。」と

話します。また、日本赤十字社と協力して行われる学内での献血活動は、GAPPOならではの活動です。

「献血を通して日本赤十字社の方と一緒に活動が出来ることはGAPPOならではの貴重な体験だと思

います。」と副部長の池田琳汰さん（経済学部3年）は話します。

　池田さんにGAPPOの魅力について伺うと、「品川と熊谷の両キャンパスで活動していて、夏には合

同の夏季研修会も行われるので、様々な学部の人と交流できます。また、幹部以外の部員も含めて企

画ごとに責任者を決めるので、リーダーシップや責任感を身につけられる点はGAPPOの魅力です。」

と、大学の団体ならではの魅力をアピールしました。

　最後に、読者に向けて永田さんは、「GAPPOの活動に興味を持ってくれる人がいれば、一緒に活動

を盛り上げたいです。そして、GAPPOの存在や取り組みを多くの人に知ってもらい、利用してもらえれ

ばと思います。」と締めくくりました。大学での活動を見かけたら、ぜひとも参加してみてください。

CIRCLE
2021

立 正 大 学 サ ークル 情 報

学 生 生 活 を 充 実 させよう！

「還元給付」で学生をサポート！
 日本赤十字社の運営補助なども実施

CIRCLE
INFO

CIRCLE
INFO

心身ともに成長
アットホームが売りの拳法部

本学には1 0 0以上の様々な課外活動団体が活動しています。
今回は、「拳法部」と「学生保険委員会」を紹介します。
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▶本紙へのご感想を
お待ちしております!

「立正大学学園新聞」では皆さまからの
ご意見・ご感想を募集しております。

@モラりす 公式ツイッターfacebook

立正大学 検索

www.r i s .ac . jp
公式サイト

　立正大学150周年記念事業の一環として陸上競技部に創設された駅伝部門。昨年10月17日に出場した第97回東京箱根間往復大学駅伝競走予選会では、

選手たちは健闘するも本選出場には至りませんでした。しかし、新入生を迎えた新チームが目標に向けて動き出しました。

新入生も加わっての全体練習

中村 孝生監督

　第97回東京箱根間往復大学駅伝競走予選会は、コロナ禍ではありましたが新型コロナウイルス

感染拡大予防対策を取り、感染防止の観点から選手関係者及び競技運営関係者のみの無観客の

開催でした。本校の卒業生や応援してくださっている方々に会えず少し残念でしたが、予選会を開催

して頂いた関係者のみなさまへ感謝申し上げます。

　予選会は小雨が降るなか初めての舞台で、かなり緊張してスタートしました。レースは

ハイペースで本校選手も10㎞を自己記録より速いペースで通過して行き心配になりましたが

選手はそのまま頑張り全員が自己最高記録で完走しました。

　今年度は全国高校駅伝2区で活躍した木實優斗（九州学院高等学校）と4区を走った西川優太

（滋賀学園高等学校）を含む新入生14名を迎えて、皆さんの期待に応えられるよう、そして箱根駅

伝予選会で勝負できるように日々精進し強化していきたいと思います。またコロナ禍で参加でき

る試合が限られると思いますが、選手が自己記録更新出来るようにサポートしていきたいと思い

ます。今後とも変わらぬご支援ご声援のほどよろしくお願い申し上げます。

　本学では、自然災害や地震発生時に、在籍する学生の安全確保を目的とし、緊急連絡なら

びに安否確認の手段としてセコムトラストシステムズが運営する「セコム安否確認サービス

（e-革新）」を導入しています。

パソコンでの登録やその他詳細については、『ポータルサイト＞Myツー

ル＞キャビネット＞３．学生生活支援＞６．安否確認システム内の各種

資料』を参照してください。

FEATURED

新入部員14名！
昨年の経験を糧にして日々精進

今回の特集

151Vol.

▶予選会結果

第97回東京箱根間往復大学駅伝競走予選会

2020年10月17日（土）9時35分スタート

陸上自衛隊立川駐屯地内
周回公認ハーフマラソンコース（21.0975 ㎞）

順位32位　11時間11分09秒
（上位10名の合計タイム）

熊澤 優良

平松 幸記

中元 諄哉

西堀 伶於

河南 颯汰

大塚 嘉胤

（地球環境科学部2年）

（社会福祉学部2年）

（地球環境科学部1年）

（社会福祉学部1年）

（地球環 境科学部2年）

（社会福祉学部1年）

265位

298位

312位

349位

352位

364位

1:05:15

1:05:47

1:06:04

1:06:41

1:06:42

1:07:07

日向野 駿

伊 藤  優

長崎 優斗

村山 海斗

坂田 陽朗

遠山 和希

（社会福祉学部1年）

（法学部2年）

（社会福祉学部1年）

（法学部1年）

（心理学部 2 年）

（社会福祉学部1年）

368位

389位

397位

409位

424位

485位

1:07:11

1:08:27

1:08:43

1:09:12

1:10:19

1:13 :31

▲QRコードはこちらお問い合わせ 品川学生生活課　03-3492-6698 / 熊谷学生生活課　048-536-6012
企業コード:01013(半角)
ユーザーID:学籍番号(英字は大文字)

パスワード:生年月日の下4ケタ(月日)
(例)4月1日 → 0401

安否確 認システム登録のお願 い

▲

Comment

大会名

開催日時

コ ー ス

総合結果

個人結果

※学年は2020年10月時点

▶2021年度新入生 立正大学駅伝部門

牛崎 竜空

小保方 浩貴

梶原 一柊

加藤 史也

川嶋 稜矢

木實 優斗

榊原 颯太

（大東文化大学第一高等学校）

（札幌山の手高等学校）

（高知農業高等学校）

（高知県立安芸高等学校）

（札幌山の手高等学校）

（九州学院高等学校）

（埼玉県立坂戸西高等学校）

佐藤 史彰

西川 優太

松田 舜也

宮岡 陸斗

渡部    颯

渡辺 大仁

山本   樹

（岩倉高等学校）

（滋賀学園高等学校）

（流通経済大学付属柏高等学校）

（埼玉県立坂戸西高等学校）

（東京高等学校）

（九州産業大学付属九州高等学校）

（開志国際高等学校）


	H1
	2p
	3p
	4p
	5p
	6p
	7p
	8p
	9p
	10p
	11p
	12p
	13p
	14p
	15p
	16p

